
明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
４
４
回

今回のテーマに該当する目標

に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

自
社
で
は
解
決
で
き
な
い
「
自

社
の
事
業
活
動
に
関
連
す
る
他

社
の
排
出
＝Scope3

」の
削
減

が
実
現
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
参
画
企
業
は
現
在
８
社
。

参
画
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
航
空

業
界
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
Ｓ

Ａ
Ｆ
の
普
及
・
拡
大
の
一
翼
を

担
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
空

の
旅
に
も
貢
献
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、
航
空

脱
炭
素
化
の
鍵
を
握
る
Ｓ
Ａ
Ｆ

を
今
後
も
活
用
し
、
皆
さ
ま
と

共
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。
法

人
の
お
客
さ
ま
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
証
書
を
購
入
す
る
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
便
を
ご
利
用

時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
間
接
的

に
削
減
で
き
る
こ
と
に
加
え
、航

空
利
用
実
績
に
基
づ
く
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を“
見
え
る
化
”し
、自

社
開
示
情
報
の
算
出
に
も
活
用

が
可
能
で
す
。

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
環
境
価
値
」は
、

温
室
効
果
ガ
ス（Greenhouse 

Gas

＝GH
G

）の
排
出
量
を
算

定
・
報
告
す
る
際
の
国
際
的
な

基
準
で
あ
る
「
Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト

コ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排

出
量
」
の
考
え
方
に
伴
い
、
注

目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出
量
と
は
、

事
業
者
⾃
ら
の
排
出
量
だ
け
で

な
く
、
事
業
活
動
に
関
係
す
る

あ
ら
ゆ
る
排
出
量
の
合
計
を
指

し
ま
す
。
上
記
の
図
に
登
場
す

る
「Scope

」
は
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
Ｇ
Ｈ
Ｇ
の

発
生
範
囲
を
示
す
区
分
の
こ
と
。

法
人
の
お
客
さ
ま
は
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｐ

を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
置
き
換
え
る
と
い

う
目
標
を
掲
げ
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
導

入
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
内
に
お
け
る
Ｓ
Ａ
Ｆ
の

認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
普

及
に
は
課
題
が
残
り
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
打
破
す
べ
く
、

私
た
ち
は
昨
年
か
ら
、『JA

L 
Corporate SA

F Program

（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
）』
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
貨
物
輸
送

や
社
員
の
出
張
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル

ー
プ
便
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
法
人
の
お
客
さ
ま
と
共
に
、

Ｓ
Ａ
Ｆ
の
普
及
・
拡
大
を
通
じ

て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
し
て
い

く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
の
仕
組
み
は
、
Ｓ

Ａ
Ｆ
を
活
用
し
た
運
航
に
よ
る

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
環
境
価
値
」
を

第
三
者
機
関
の
妥
当
性
確
認
を

受
け
て
証
書
化
し
、
参
画
企
業

　

航
空
輸
送
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
に
向

け
て
、Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
「
省

燃
費
機
材
へ
の
更
新
」「
日
々
の

運
航
の
工
夫
」「
Ｓ
Ａ
Ｆ（Sus-

tainable A
viation F

uel

）

の
活
用
」
と
い
う
３
つ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ａ
Ｆ
と
は
、
原
油
か
ら
作
ら
れ

る
従
来
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
と
は

異
な
り
、
廃
食
油
や
獣
脂
、
農

産
物
の
食
べ
ら
れ
な
い
部
分
、

森
林
残ざ
ん

渣さ

な
ど
を
原
料
と
し
て

お
り
、こ
れ
ら
の
原
料
の
生
産
・

調
達
か
ら
、
製
造
、
輸
送
、
燃

焼
ま
で
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

お
い
て
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
よ
り
も

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約
80
％
削
減

で
き
る
持
続
可
能
な
航
空
燃
料

で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
２

０
３
０
年
度
に
全
燃
料
の
10
％

ご
存
じ
で
す
か
？ 

Ｓ
Ａ
Ｆ
の
有
用
性

環境価値の販売 SAFの購入SAFの使用（CO₂削減＝環境価値発生）

サプライチェーン内でCO₂排出量を削減
JAL Corporate SAF Program（JCSP）の仕組み

＊自社の輸送手段を持たず、航空機等を利用し、
荷主から預かった貨物の輸送手配を行う事業者。

航
空
脱
炭
素
化
に
向
け
て

法
人
の
お
客
さ
ま
と

共
に
目
指
す
脱
炭
素
化

「
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
」を
通
じ
た

Ｓ
Ａ
Ｆ
の
普
及
拡
大

「
S
A
F
」を
活
用
し
た
新
た
な
仕
組
み

SAFの利用促進は航空会社単独
では難しく、利用者の理解と協力
が欠かせません。事業のグローバ
ル化で飛行機による出張が不可
欠な企業として、地球の未来に責
任を果たすため、当社はプログラ
ムに参画しました。

Scopeとは？…温室効果ガス（Greenhouse Gas＝GHG）の排出量
を算出する際、サプライチェーンのどの区分（Scope）でGHGが発生
したかを区別する考え方。航空機から排出されるGHGは、航空会社
にとってはScope1になるが、航空利用者にとってはScope3となる。

「JCSPは、バリューチ
ェーン内でCO₂排出
量を直接削減できる
カーボンインセットの
取り組みです。この
価値を多くの方に知
っていただきたいで
す」と話す、ESG推進
部GX企画グループ 
吉田雄大。

社会に不可欠な輸送手段として、
航空貨物をご利用いただく荷主企
業とその「環境価値（温室効果ガ
ス削減効果）」を共有し、さらにSAF

の生産と利用が拡大されるよう、こ
のプログラムの趣旨に賛同し、JAL

との協業を深めていきます。

JCSP参画企業の声

寺本 俊哉 さん

近鉄エクスプレス
サステナビリティ推進室

澤田 忠 さん

横河電機
GBSオペレーション企画部長

JCSP等の詳細と
参画企業に

ついてはこちらも
ご覧ください。

航空利用実績を基にCO₂排出量を可視化し、
CO₂排出削減証書を希望する企業に販売

SAFの活用によるCO₂削減の環境価値を
第三者機関の認証を受けた証書として発行

供給事業者からSAFを購入し
CO₂削減量を算出してデータ管理

123

SAF供給事業者

フォワーダー（＊）

貨物

旅客

認証

法人企業

データ
管理

JAL

Scope1 CO₂を直接的に削減
法人のお客さま

Scope3 CO₂を間接的に削減 認証機関

ジェット燃料SAF出張に
おける

CO₂排出

貨物輸送に
おける

CO₂排出

CO₂排出
削減証書の

発行

証書の発行

証書の購入

事業者

事業者

SAF

SAF

飛行機の
運航による
CO₂排出

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。
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